
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

小林市立小林小学校  校長通信 

令和６年８月２６日  第５４号 （文責 校長 吉井秀一） 

℡:（0984）23-3510  E-mail:1401eb@miyazaki-c.ed.jp 

くすの木 

夏
休
み
を
終
え
て
、
元
気
な
子

ど
も
た
ち
の
声
が
学
校
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。 □

外
出
を
控
え
て
」

と
呼
び
掛
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
気

温
の
中
で
は
、
夏
休
み
の
過
ご
し

方
も
い
つ
も
と
違
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
８
日
（
木
）
に
は
、
大

き
な
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
日
南

市
で
は
多
方
面
に
被
害
が
見
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
小
林
が
同
程
度

の
震
度
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
被
害

が
出
た
の
で
し
ょ
う
。 

人
間
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、

ど
こ
か
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
。」

と
思
い
が
ち
で
す
。
こ
れ
を □

正

常
性
バ
イ
ア
ス
」
と
い
う
そ
う
で

す
。
し
か
し
今
回
は
、
ど
ん
な
自

信
家
で
も
こ
の
バ
イ
ア
ス
が
揺

ら
い
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。 

今
は
、
情
報
が
す
ぐ
に
手
に
入

る
な
ど
、
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
と
は
、 

□
□

□

行
動
す
る

か
。」
で
す
。
改
め
て
心
構
え
の
大

切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
変
□
□
□
□
□
□
□
□
□
子
□

□
□
□
□
□
□
□
大
人
□
育
□
□
□

□
□
□
□
考
□
□
□
□
□ 

私
□
□
教
職
員
□
同
□
質
問
□

□
□
□
□
□
難
□
□
法
律
用
語
□
正

解
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
気
持

□
□
□
□
□
□
社
会
□
出
□
□
一
人

□
暮
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
自
分

□
生
活
□
乱
□
□
□
周
□
□
人
□
□

愛
□
□
□
□
□
□
□
□
負
□
□
□
仕

事
□
続
□
□
経
済
的
□
□
自
立
□
□

生
活
□
送
□
□
□
□
□…

□□
□
□

□
答
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
思
□
□
□
保
護
者

□
皆
□
□
□
□
□
□
□
大
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
思
□
□
□
□ 

社
会
□
出
□
生
活
□
□
□
□
□

□
□
集
団
社
会
□
一
員
□
□
□
生
□

□
□
□
□
□
□
□
社
会
性
□
□
必
要

□
□
□
人
□
□
一
人
□
生
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
弱
□
生
□
物
□
□

□
□
□
社
会
性
□
□
生
□
□
□
□
□

□
□
基
盤
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
社
会
性
□
□
□
□
□
□
□
□
□
育

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
歳
□
□
歳
□ 

□
□
□
□
□
□
□
通
□
□
深
□

愛
情
□
感
□
□
人
□
信
頼
□
□
□

□
□
身
□
付
□
□
時
期
□
□
□ 

□
□
□
□
遊
□
□
始
□
□
□
□ 

□
□
歳
□
□
歳
□ 

遊
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
時
□
□
□
子
□
□

□
□
□
□
□
通
□
□
学
□
様
子
□

見
守
□
□
□
□
必
要
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
店
屋
□
□
□
□

□
□
遊
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
歳
□
□
歳
□ 

多
□
□
人
□
関
□
□
始
□
□

□
□
相
手
□
失
礼
□
行
動
□
□
□

□
□
□
□
大
人
□
□
□
場
□
諭
□

□
□
□
大
切
□
□
□
□
□
□
□
□

□
姫
様
□
□
□
□
□
□
□
□
集
団

□
遊
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□□□Gakkenn

□参
考
□ 

成
長
□
応
□
□
親
□
他
者
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
遊
□
□
通

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
社
会
性
□

□
育
□
□
□
□
□
重
要
□
意
味
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

思
□
返
□
□
幼
□
□
□
□
□
□

□
家
□
遊
□
□
行
□
□
□
□
軽
□

□
□
□
□
□
受
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
自
分
□
家
□
□
□
□
□

□
思
□
□
□
□
私
□
□
□
□
□
家

□
生
活
□
□
□
□
言
葉
遣
□
□
礼

儀
□
食
事
□
□
様
□
□
違
□
□
出

会
□
□
□
□
□
□
□□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
家
□
□
□
□
決
□
□
□
中

□
生
活
□
□
□
□
□…

□□
□
□
□

□
□
□
友
□
□
□
少
□
違
□
□
見

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
経
験
□

繰
□
返
□
□
自
分
□
知
□
□
□
世

界
□
考
□
方
□
□
理
解
□
寛
容
□

身
□
付
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
家
□
遊
□
子
□
□
□
少

□
□
□
□
□
□
□
□
記
事
□
見
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
尊
重
□

□
現
代
□
□
□
□
□
□
□
面
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
自
分
□
家
□
考

□
□
□
□
閉
□
□
□
□
□
□
□

□
□
他
□
理
解
□
□
□
尊
重
□
□

□
□
□
態
度
□
身
□
付
□
□
機
会

□
逃
□
□
□
□
□
□
□
□
子
□
□

□
寄
□
添
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
経
験
□
乗
□
越
□
□
□
□
□
□

□
必
要
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

             コロナの対応は見直されましたが、コロナ禍で学んだ感染予防は今

も通用します。こまめな手洗い、換気、何より規則正しい生活リズムで体調を整えましょう。 

感染予防を続けましょう



学校スナップ  「夏休みの先生たち」 

 

 

 

 

 

プールが始まる前には、心肺蘇生法の訓練

を行いましたが、プールが稼働している間

に、現場での対応訓練を行いました。 

子どもが溺れた状況を再現しながら、プー

ルから引き上げる際の留意点や連絡の方

法などを確認しました。 

警察の方を講師に不審者対応訓練を

行いました。 

実際に警察の方が侵入者役をしてく

ださり、迫力あるやりとりで緊張感の

ある訓練となりました。 


